
食育活動表彰手続等について 

 平成28年10月13日付け 28消安第2745号 

一部改正 令和２年６月25日付け ２消安第1481号 

一部改正 令和３年４月12日付け ３消安人第７号 

一部改正 令和３年５月24日付け ３消安人第47号 

一部改正 令和４年４月19日付け ４消安人第11号 

一部改正 令和５年５月17日付け ５消安人第27号 

一部改正 令和６年６月４日付け　６消安人第37号 

大臣官房参事官（兼消費・安全局）

消費・安全局消費者行政・食育課長通知 

 食育活動表彰実施要領（平成28年10月12日付け28消安第2727号消費・安全局長通
知。以下「実施要領」という。）第５の１及び第13の規定に基づき、表彰の実施に
関し必要な事項について、以下のとおり定める。 

記 

１ 推薦対象 

  実施要領第３（１）及び（２）に掲げる者とする。ただし、教育関係者・事業

者部門にあっては、同年度中にボランティア部門の表彰を受けるべき者として推

薦されている者を除くこととする。 

２ 推薦の方法 

（１）実施要領第３（１）ボランティア部門関係

① 都道府県及び地方自治法（昭和22年法律第67号）第252条の19第１項の指定

都市の長（以下「指定都市の長」という。）は、農林水産省消費・安全局長（以

下「局長」という。）からの推薦依頼に基づき、推薦調書（様式１）により、

ボランティア部門の表彰を受けるべき者の推薦を行うこととする。

なお、実施要領第３の（１）の②に掲げるボランティアとして活動してい

る個人又は団体について、自薦での応募も可とする。この場合においても、ボ

ランティア団体等は、推薦調書（様式１）により応募することとする。

② 都道府県及び指定都市の長は、推薦に当たり確認書（別紙１又は別紙２）を

添付することとする。

大学（短期大学を含む。）、高等専門学校又は専門学校（以下「大学等」

という。）の学生又は大学等の学生を主体とする団体が、食育推進ボランティ

アの部に応募する場合、当該学生又は団体を推薦する者は、自薦・他薦を問わ

ず、大学等の長の確認書（別紙３）を添付することとする。

（２）実施要領第３（２）教育関係者・事業者部門関係

① 教育関係者・事業者部門の表彰を受けるべき者の推薦を行おうとする者は、

自薦・他薦を問わず、推薦調書（様式２）により応募することとする。

② 大学等の学生又は大学等の学生を主体とする団体が、教育等関係者の部に応

募する場合、当該学生又は団体を推薦する者は、自薦・他薦を問わず、大学等



  

の長の確認書（別紙４）を添付することとする。 

 

 （３）共通事項 

① 推薦に際しては、実施要領第３に掲げる部門ごとの推薦調書（様式1又は様

式２）に食育活動の経歴、表彰の理由となる功績等を具体的に記載することと

する。 

② 複数の者が連携・協働して行う活動の場合は、代表する１者（以下「代表者」

という。）を推薦することとし、代表者が推薦の対象となる実施要領第３に掲

げる部門に応募することとする。 

③ 推薦する活動については、各省庁の法令や計画等と齟齬がないものであるこ

ととする。 

④ 過去に本表彰において受賞歴がある場合、受賞時と類似の活動内容に対して

は、同じ賞を授与しないこととする。 

⑤ 受賞者の公表後に、重大な法令違反が明らかになった場合、その他受賞者と

してふさわしくない行為を行ったとき、又は応募書類に虚偽の内容や不正があ

った場合は、受賞を取り消すこととする。 



（別紙１）

確 認 書 

令和〇年〇月〇日 

【部門・部】 

ボランティア部門 食生活改善推進員の部 

【団体名（個人の場合は氏名）】 

〇〇〇〇 

 令和〇年〇月〇日現在において、上記の者は食生活改善推進員又は食生活改善

推進員で構成する団体であることを報告いたします。 

 また、今年度の募集終了日までに、食生活改善推進員又は食生活改善推進員

で構成する団体でなくなることがあれば、速やかに農林水産省へ連絡するととも

に、応募を取り下げます。 

推薦地方公共団体名 

担当者氏名： 

連絡先： 



（別紙２）                                                                       

   確 認 書 

 

 

                                                       令和〇年〇月〇日 

                                                    

 

 

【部門・部】 

ボランティア部門 食育推進ボランティアの部 

 

【団体名（個人の場合は氏名）】 

〇〇〇〇 

 

 

 

※該当する方の【 】に〇印を付けてください 

 

【  】応募時において、上記の者は食育推進ボランティア名簿に登録済みであ

    ることを報告いたします。 

 

 

【  】応募時において、上記の者は食育推進ボランティア名簿にまだ登録され

    ていません。今年度の手続時に必ず登録いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    推薦地方公共団体名 

 

 

                                     担当者氏名： 

                   連絡先：    



（別紙３）                                                                       

   確 認 書 

 

 

                                                       令和〇年〇月〇日 

                                                    

 

 

【部門・部】 

ボランティア部門 食育推進ボランティアの部 

 

【学校名及び団体名（個人の場合は氏名）】 

〇〇〇〇 

 

 

 本活動は、学校における授業の単位とならず、ボランティア活動であることを

報告いたします。 

 

 

推薦対象の学生の活動が及ぼした効果は、以下のとおりです。 

  ※具体的内容を箇条書きで御記入ください。 

 

・〇〇〇〇 

 

・〇〇〇〇 

 

・〇〇〇〇 

 

・〇〇〇〇 

 

・〇〇〇〇 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

                                    大学等名： 

 

                大学等の長名：    



（別紙４）                                                                       

   確 認 書 

 

 

                                                       令和〇年〇月〇日 

                                                    
 

 

【部門・部】 

教育関係者・事業者部門 教育等関係者の部 

 

【学校名及び団体名（個人の場合は氏名）】 

〇〇〇〇 

 

 

 本活動は、学校における授業の単位となっていることを報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

                                    大学等名： 

 

                大学等の長名：    



（様式１）

事務局記入欄 到着日 年 月 日

整理番号 No.

※右の該当項目のうち、あてはまるものを選んでください。 食生活改善推進員 食育推進ボランティア

ふりがな 　TEL：

　FAX：

〒 ふりがな 連絡先 eメールアドレス

住所

ふりがな

　TEL：

　FAX：

１‐小・中学生 人 ２‐高校生 人 ３‐大学生（専門学校等含む） 人 ４‐大人（概ね20～30代) 人

歳 ５‐大人（概ね40代～60代） 人 ６‐大人（70歳以上） 人 ７‐把握していない 人 計 ⼈

〒 ふりがな 連絡先 eメールアドレス

住所

有

無

１‐自己資金（会費収入を含む） ２‐企業・民間団体等からの助成 ３‐行政の補助事業 ４‐過去に助成金を利用していた

５‐その他 （ ）

現在の活動資金　年間　約 円

複数の取組がある場合、最も長いものを記入

年頃 継続年数 年

代表者年齢

連 絡 先

活動で使用する資料 ※活動で使⽤する資料等がありましたらご記⼊ください

先
進
性

活
動
し
て
い
る
団
体
等
に
つ
い
て

推薦対象活動の
発展・展開の経緯

今年度の活動に至るまでに推薦対象活動がどのように発展・展開してきたのかを記載してください

※200字以内でご記⼊ください
継
続
性

工夫している点

これまで関心のなかった対象者等、新規参加者を増やす工夫、リピーターを増やす工夫等について記載してください

※200字以内でご記⼊ください

推薦対象活動がこれまでと違ってどこが新しいのか，先進的な内容を記載してください

　　　　－　　　　－

　　　　－　　　　－

@

団体の
年齢構成

推薦対象活動の概要（自薦の場合はこちらから入力してください）

※70字以内にまとめてください 団 体 名
（氏名）

活 動 名

代表者名・役職等
（団体の場合）

担当者名・役職等
（代表者以外の場合）

ふりがな役職名役職名 ふりがな

第　回　食育活動表彰　推薦調書
ボランティア部門

　　　　－　　　　－

推薦元情報

担当者名
　　　　－　　　　－推

薦
者

推薦者の所属
（自治体名・大学名等）

連絡先部署等

住 所 等

推薦者の役職及び氏名

@

①

今後の連携や展開の方向性、後継者の育成、地域との協力体制の構築、現状より優れた取組を行う計画等について記載してください（デジタル対応含む）

※100字以内でご記⼊ください

開始時期

活動の資金
※複数回答可 ※3、4に該当する場合は具体的に記載してください

例：○年度△省□事業など

対象活動の内容

※100字以内でご記⼊ください（箇条書き可）対象活動の目的

※〇〇活動（〜県〜市）、△△体験会の開催（〜県〜市）など、活動内容と地域が分かるよう具体的に150字以内でご記⼊ください

※100字以内でご記⼊ください活動の特徴等

今後の展開予定

※200字以内でご記⼊ください

※200字以内でご記⼊ください

※具体的に100字以内でご記⼊ください（箇条書き可）

主な体験活動の
場所(地域)・施設

活動を始めた経緯

活動の開始時期及び
継続年数

〇〇　　　回、●●　　　回
年間累計　　　回

直近1年間の食育活動の回数
（複数の体験についてはそれぞれの回数と累計）



事務局記入欄 到着日 年 月 日

整理番号 No.

有

無

組織内のみの活動

組織内に限定していない

有

無

有

無

１‐未就学児 人 ２‐親子 組 ３‐小・中学生 人 ４‐高校生 人 ５‐大学生（専門学校等含む） 人

６‐大人（概ね20～30代） 人 ７‐大人（概ね40代～60代） 人 ８‐大人（70歳以上） 人 ９‐会員のみ 人

１０‐その他 （ ） 人 年間のべ参加人数　計 人 （うち新規 人、リピーター 人）

有

無

有

無

※応募の活動において、下記の４つのうち最も重点をおいているテーマに○をしてください。重点テーマが複数ある場合は、重点をおいているテーマに順位を付してください。

生涯を通じた心身の健康を支える食育を推進する活動 持続可能な食を支える食育を推進する活動

「新たな日常」やデジタル化に対応した食育を推進する活動 その他食育の推進 （具体的に ）

推薦対象活動（推薦調書の記載内容、添付写真など）について、農林水産省が食育推進のためパンフレットや冊子、ホームページ等に掲載することについて

同意する 同意しない ※どちらかを選んでください。

有 無

※活動の様子や実績がわかる写真があれば送付ください。（5枚以内厳守）

有 無

※添付資料の詳細はホームページを御確認ください。

１‐農林水産省ホームページ ２‐農林水産省メールマガジン ３‐チラシ・ポスター

４‐その他 （ ）

実
践
性

個人情報の取扱いについて

応募の際にご記入いただいた個人情報は、「食育活動表彰」のほか農林水産省が実施する食育に関する表彰の審査及び審査にあたっての都道府県関係行政部局への問い合わせ、表彰式招待状の送付、審査結果の通知にのみ活用しま
す。それ以外の目的には一切使用いたしません。応募者の個人情報を応募者の同意無しに業務委託先以外の第三者に開示・提供することはございません（法令等により開示を求められた場合を除く）。お申込に際して取得した個人情報は
応募締切後、保存期間経過後に破棄いたします。

②

確認事項

情報公開の可否

本表彰を知ったきっかけについて

写真の送付について

参考資料の送付について

（注）応募用紙は返却いたしませんので、必要な場合は写しを取ってお送りください。

参加者アンケートの実施

※200字以内でご記⼊ください

第　回　食育活動表彰　推薦調書
ボランティア部門

有
効
性

波
及
性

直近１年間の
参加対象・人数

※有の場合は資料にアンケート結果等を添付してください
アンケート以外に実施している効果測定があればご記⼊ください

※表彰の名称、主催者、受賞した時期等をご記⼊ください

※掲載媒体（新聞、テレビ、雑誌等）の名称、時期をご記⼊ください

活動範囲

※組織内に限定していない場合、連携先や連携方法（きっかけ）、連携内容等について具体的にご記入ください

※300字以内でご記⼊ください

※200字以内でご記⼊ください

※300字以内でご記⼊ください
推薦対象活動において、最もＰＲしたい点についてご記入ください。　

公的機関等による
表彰受賞歴

（過去１０年以内）

マスコミ等による
報道歴

（過去１０年以内）

活動の重点テーマ

活動に関する
効果測定

重点テーマを実現するために該当する具体的な活動内容を記載してください

※300字以内でご記⼊ください

活動の見直しに参加者アンケートや効果測定結果を活用している場合は、具体的に記載してください。

情報発信の実績

効果的な取組にする
工夫

※内容等（誰に対し、何を伝えているか）をご記⼊ください

※内容等（誰に対し、何を伝えているか）をご記⼊ください

行政の広報誌等の
活用の有無

HP、SNS活用の有無

時間や場所等の参加しやすさ、対象者の特性に応じた取組、オンラインの活用等について、具体的に記載してください



（様式２）

事務局記入欄 到着日 年 月 日

整理番号 No.

※右の該当項目のうち、あてはまるものを選んでください。 教育等関係者 農林漁業者等 企業

ふりがな 　TEL：

　FAX：

〒 ふりがな 連絡先 eメールアドレス

住所

ふりがな

　TEL：

　FAX：

１‐小・中学生 人 ２‐高校生 人 ３‐大学生（専門学校等含む） 人 ４‐大人（概ね20～30代) 人

歳 ５‐大人（概ね40代～60代） 人 ６‐大人（70歳以上） 人 ７‐把握していない 人 計 ⼈

〒 ふりがな 連絡先 eメールアドレス

住所

有

無

１‐自己資金（会費収入を含む） ２‐企業・民間団体等からの助成 ３‐行政の補助事業 ４‐過去に助成金を利用していた

５‐その他 （ ）

現在の活動資金　年間　約 円

複数の取組がある場合、最も長いものを記入

年頃 継続年数 年

代表者年齢

連 絡 先

活動で使用する資料 ※活動で使⽤する資料等がありましたらご記⼊ください

先
進
性

活
動
し
て
い
る
団
体
等
に
つ
い
て

推薦対象活動の
発展・展開の経緯

今年度の活動に至るまでに推薦対象活動がどのように発展・展開してきたのかを記載してください

※200字以内でご記⼊ください
継
続
性

工夫している点

これまで関心のなかった対象者等、新規参加者を増やす工夫、リピーターを増やす工夫等について記載してください

※200字以内でご記⼊ください

推薦対象活動がこれまでと違ってどこが新しいのか，先進的な内容を記載してください

　　　　－　　　　－

　　　　－　　　　－

推薦対象活動の概要（自薦の場合はこちらから入力してください）

※70字以内にまとめてください 団 体 名
（氏名）

活 動 名

代表者名・役職等
（団体の場合）

担当者名・役職等
（代表者以外の場合）

ふりがな役職名役職名 ふりがな

第　回　食育活動表彰　推薦調書
教育関係者・事業者部門

　　　　－　　　　－

推薦元情報

担当者名
　　　　－　　　　－推

薦
者

推薦者の所属
（自治体名・大学名等）

連絡先部署等

住 所 等

推薦者の役職及び氏名

@

@

団体の
年齢構成

※200字以内でご記⼊ください

①

活動を始めた経緯

活動の開始時期及び
継続年数

〇〇　　　回、●●　　　回
年間累計　　　回

直近1年間の食育活動の回数
（複数の体験についてはそれぞれの回数と累計）

今後の連携や展開の方向性、後継者の育成、地域との協力体制の構築、現状より優れた取組を行う計画等について記載してください（デジタル対応含む）

※100字以内でご記⼊ください

開始時期

活動の資金
※複数回答可 ※3、4に該当する場合は具体的に記載してください

例：○年度△省□事業など

対象活動の内容

※100字以内でご記⼊ください（箇条書き可）対象活動の目的

※〇〇活動（〜県〜市）、△△体験会の開催（〜県〜市）など、活動内容と地域が分かるよう具体的に150字以内でご記⼊ください

※100字以内でご記⼊ください活動の特徴等

今後の展開予定

主な体験活動の
場所(地域)・施設

※200字以内でご記⼊ください

※具体的に100字以内でご記⼊ください（箇条書き可）



事務局記入欄 到着日 年 月 日

整理番号 No.

有

無

組織内のみの活動

組織内に限定していない

有

無

有

無

１‐未就学児 人 ２‐親子 組 ３‐小・中学生 人 ４‐高校生 人 ５‐大学生（専門学校等含む） 人

６‐大人（概ね20～30代） 人 ７‐大人（概ね40代～60代） 人 ８‐大人（70歳以上） 人 ９‐会員のみ 人

１０‐その他 （ ） 人 年間のべ参加人数　計 人 （うち新規 人、リピーター 人）

有

無

有

無

※応募の活動において、下記の４つのうち最も重点をおいているテーマに○をしてください。重点テーマが複数ある場合は、重点をおいているテーマに順位を付してください。

生涯を通じた心身の健康を支える食育を推進する活動 持続可能な食を支える食育を推進する活動

「新たな日常」やデジタル化に対応した食育を推進する活動 その他食育の推進 （具体的に ）

推薦対象活動（推薦調書の記載内容、添付写真など）について、農林水産省が食育推進のためパンフレットや冊子、ホームページ等に掲載することについて

同意する 同意しない ※どちらかを選んでください。

有 無

※活動の様子や実績がわかる写真があれば送付ください。（5枚以内厳守）

有 無

※添付資料の詳細はホームページを御確認ください。

１‐農林水産省ホームページ ２‐農林水産省メールマガジン ３‐チラシ・ポスター

４‐その他 （ ）

実
践
性

個人情報の取扱いについて

応募の際にご記入いただいた個人情報は、「食育活動表彰」のほか農林水産省が実施する食育に関する表彰の審査及び審査にあたっての都道府県関係行政部局への問い合わせ、表彰式招待状の送付、審査結果の通知にのみ活用しま
す。それ以外の目的には一切使用いたしません。応募者の個人情報を応募者の同意無しに業務委託先以外の第三者に開示・提供することはございません（法令等により開示を求められた場合を除く）。お申込に際して取得した個人情報は
応募締切後、保存期間経過後に破棄いたします。

②

確認事項

情報公開の可否

本表彰を知ったきっかけについて

写真の送付について

参考資料の送付について

（注）応募用紙は返却いたしませんので、必要な場合は写しを取ってお送りください。

時間や場所等の参加しやすさ、対象者の特性に応じた取組、オンラインの活用等について、具体的に記載してください

参加者アンケートの実施

活動に関する
効果測定

※200字以内でご記⼊ください

第　回　食育活動表彰　推薦調書
教育関係者・事業者部門

有
効
性

波
及
性

直近１年間の
参加対象・人数

※有の場合は資料にアンケート結果等を添付してください
アンケート以外に実施している効果測定があればご記⼊ください

※表彰の名称、主催者、受賞した時期等をご記⼊ください

※掲載媒体（新聞、テレビ、雑誌等）の名称、時期をご記⼊ください

活動の見直しに参加者アンケートや効果測定結果を活用している場合は、具体的に記載してください。

情報発信の実績

効果的な取組にする
工夫 ※200字以内でご記⼊ください

※300字以内でご記⼊ください
推薦対象活動において、最もＰＲしたい点についてご記入ください。　

公的機関等による
表彰受賞歴

（過去１０年以内）

マスコミ等による
報道歴

（過去１０年以内）

活動の重点テーマ

※内容等（誰に対し、何を伝えているか）をご記⼊ください

※内容等（誰に対し、何を伝えているか）をご記⼊ください

行政の広報誌等の
活用の有無

HP、SNS活用の有無

活動範囲

※組織内に限定していない場合、連携先や連携方法（きっかけ）、連携内容等について具体的にご記入ください

※300字以内でご記⼊ください

重点テーマを実現するために該当する具体的な活動内容を記載してください

※300字以内でご記⼊ください
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